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実施期間／実施概要

1.実施期間

令和7年7月7日～令和8年3月31日

2.実施概要

現在、市内では放任竹林が拡大しており、生物多様性の低下や自然災害の誘発等、多方面に
悪影響を及ぼしている。市内各地に放任竹林を整備するボランティア団体が点在しているが、
活動資金の不足や担い手不足により活動の継続が危ぶまれている。
対して市内の人気観光地である日本平動物園のレッサーパンダの飼料（竹の枝葉）は市外業

者から購入されており、飼料代や運搬費も高騰している。

課
題

市内の竹林整備団体が伐採した竹の枝葉を日本平動物園のレッサーパンダの飼料として活用
し、市内で課題となっている放任竹林を活用することで、資料の地産地消及び飼料代の軽減
にも寄与する。
竹林を整備する中で出てくる竹の枝葉は、現在活用方法がなく処分されるのみである。日本
平動物園のレッサーパンダの飼料として活用することで、竹（枝葉）の新たな経済的な価値
を創出する。
日本平動物園は静岡市の観光名所として多くの人が訪れる施設であり、特にレッサーパンダ
の全国の繁殖管理を日本平動物園が担っており「レッサーパンダの聖地」となっているため、
注目度も高く、放任竹林を広く周知するきっかけ作りにもなる。

解
決

レッサーパンダの飼料と放任竹林整備の好循環（地産地消）による価値共創

具体的な実施内容
① 竹の枝葉搬入に関する調整事務

② 参加団体の拡大

• 竹林整備団体と日本平動物園との竹の枝葉搬入に向けた連絡調整及びスケジュー
ルの共有

• 大学の授業やサークルと連携し、大学生の参画を促す。
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③ 事業運用の刷新

• 夏場の伐採システムの構築および伐採機における枝葉の搬入における見直し

④事業周知の拡大

• 放任竹林に関する社会課題の認知向上を図るためInstagramを活用した広報を実施
• 事業をPRするための動画を制作
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3.実施内容報告

①竹の枝葉搬入に関する調整事務
LINEグループによる各団体との連携

ーLINEグループの概要、スケジュール調整に至るまでのアンケート

■LINEグループ概要

参加者数：24名（昨年度17名）
団体数：17団体（昨年度12団体）
使用目的：本プロジェクトにおける
  スケジュール調整や疑問点の共有、
  各種連絡等

■スケジュール調整方法

1 スケジュールアンケート □アンケート例

今年度より日程解答に変更
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3.実施内容報告

■スケジュール調整方法

2 スケジュール調整

結果を元にスケジュールを
BASS plusにて調整

3 スケジュール確定・連絡

グループLINEでスケジュールを共有

①竹の枝葉搬入に関する調整事務
LINEグループによる各団体との連携
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3.実施内容報告

■日本平動物園への連絡

①竹の枝葉搬入に関する調整事務
日本平動物園への連絡・WEBサイトへの掲載

■公式WEBサイトへの掲載



実施内容報告

3.実施内容報告

①竹の枝葉搬入に関する調整事務
7月～12月のスケジュール
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月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

25年7月

BASS plus
×静大 13:30

BASS plus
×静大 13:30

マウンテンパーク
プロジェクト様
10:30

池⽥⼆丁⽬
林野管理組合様
13:30
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3.実施内容報告
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①竹の枝葉搬入に関する調整事務
26年1月～3月のスケジュール
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3.実施内容報告

実際の搬入の様子

25年度は過去に参加経験のある団体が多く、実際の伐採にBASS plusとして
立ち合いは数団体だった。参加経験のある団体様には搬入報告とともに写真を
送付いただいた。

■各団体からの搬入報告（BASS plus含む）
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3.実施内容報告

②参加団体の拡大
静岡大学との連携・静岡県立大学との連携の様子

■12月～ 静岡大学の学生とともに伐採する様子

昨年同様、静岡大学の授業の一環として竹林伐採活動が採用されながら、新た
に環境サークル「ぐりーんぐりーん」との連携を開始した。
また静岡県立大学の環境サークル「COーCO」とも共に活動を行った。

■静岡県立大学環境サークル COーCOとの活動（10月18日）
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3.実施内容報告

②参加団体の拡大
静岡大学での竹林整備隊の様子
静岡市環境共生課が実施する事業「竹林整備隊」の活動を、静岡大学と連携し
て実施。ぐりーんぐりーんのメンバーもこのイベントに参加。募集定員15名に
対して、27名の応募があり、当日の参加者は抽選となった。この活動をきっか
けに、もぐもぐプロジェクトのLINEグループに参加くださった方もいる。

■2月21日 竹林整備隊の様子（竹林伐採 →日本平動物園での見学）
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3.実施内容報告

③事業運用の刷新

夏場の日中は気温が高く、放任竹林団体による竹の伐採の負担が多いことと、
気温の高さによって竹の枝葉の質が落ちるため、課題を抱えていた。
夏場の竹の枝葉の搬入スケジュールについて、日本平動物園と協議をした結
果、これまで13:30搬入を条件としていたところを、10:30の搬入も許可いた
だいた。
その後、各団体から10:30の搬入スケジュールを継続してほしいとの要望が
多くあったため、夏場に限らず10:30の搬入時間を選択できるようにし、各
団体からスケジュールを確認する際に10:30か、13:30のどちらかを選択いた
だく形とした。
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④事業周知の拡大

レッパーくんのもぐもぐサポートプロジェクトの公式Instagramを制作し、投
稿を開始した。
アカウント内で竹を伐採し、搬入するまでのプロジェクトの様子を紹介する
動画を制作の上投稿した。

■Instagramアカウント
https://www.instagram.com/lepp
er_mogumogu_support/

再生回数：1,603回
いいね数：18
リポスト数：1
シェア数：2

■動画URL
https://www.instagram.com/p/D
U0QFyEj_f8/



実施内容報告

意見交換会 3月23日
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■事前案内

事前説明会参加者一覧
1 兄貴会
2 馬走の山道整備の会
3 マウンテンパークプロジェクト
4 作田さん（オンライン参加）

開催
日時

2025年3月23日
11:00～

会場 日本平動物園 会議室

実施
内容

n 自己紹介
n 事業報告
n 今後の方針について
n 参加団体からの意見

参加
団体

右記の通り

■開催概要 ■参加団体一覧

■開催の様子

■回答結果
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意見交換会 3月23日

■当日配布資料（次第）

■開催議事録
進⾏︓NPO法⼈BASS plus 代表 知久昌樹 次第に沿って意⾒交換会を進⾏した。

l 参加者紹介 （動物園・市・参加団体）
l 上記資料に沿って、１年間実施した内容の報告を⾏った

• 各団体にご協⼒いただいた実施完了スケジュールについて
• 公式Instagramの公開と動画について
• 搬⼊後の報告のお願い
• １年間でかかった費⽤と各団体への協賛⾦の割り振りについて
• 各団体へのお願い事項

l 各団体より質問や意⾒をいただいた
• パイロット事業の詳細について詳しく知りたい
• 夏場の搬入に関する意見、「夏場」の時期について 10:30の時間はありがたい
• 日本平動物園との連絡の流れについて →5月以降調整
• 協賛社に関する意見、協賛前の活動に関する意見
• 動物園側で竹の枝葉を買い取る等の施策ができないか、という意見 等

l 今後の方針について

■当日配布資料（報告書）
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4. 成果と課題

【成果】
l 各協力団体からの搬入は、2025年7月～2026年3月までで50回となり、各月平均5.6回
の搬入を実施することができた。

l 静岡大学との連携が強化され、授業のみならず環境サークル「ぐりーんぐりーん」ととも
に定期的に伐採を実施することができた。2026年度においても、この連携は継続してい
く。

l 新たに参加してくださる団体がいくつか増え、今後定期的に協力してくださることが期待
できる。

l 夏場の搬入について、10:30からの搬入時間を設定し、協力各団体から一定の評価を得た。
こちらについては引き続き日本平動物園との再調整の上、ベストな形を模索していく。

l 公式Instagramの投稿を行い、投稿した動画は1,600回以上再生された。※26年3月末時点
各投稿のトータルリーチを合わせると、3,902インプレッション、2,842リーチを獲得し
ており、投稿を続けることで多くのユーザーにこのプロジェクトを知ってもらうことがで
きると考える。

【課題】
l 参加団体の拡大について、協力してくださる団体は現在メインが4団体程度、時折参加し
てくださる団体を含めても6団体程度であり、まだまだ新たな協力先が必要となる。

l 夏場の搬入について、週2回の搬入を目指したい。新たに夏場の伐採をしてくださる団体
を模索していくとともに、少しでも多くの協力を得るため、日本平動物園との調整を行う。

l 事業周知の拡大について、Instagramのフォロワー数が伸びていないので、積極的に投稿
を行っていく。

l 今後の本事業の継続のため、協賛企業を集めているが、事業を赤字なく運営する為に必要
な費用までは辿り着いていない。今後、本事業を継続していくために協賛メニューの改訂
や個人協賛を集める等の工夫をしていく必要がある。また、プロジェクトとしてのオリジ
ナルグッズの開発・販売などで収益を得て団体に配分していくなどの工夫も検討していき
たい。


